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2 章と 3章では、雑音の混入に起因する認識性能の変動を取り扱っており、QoE設計と QoE監視の
それぞれに対応する認識性能推定手法を提案している。従来手法よりも優れている点は、音声認識の
構成要素の一部である雑音抑圧アルゴリズムと認識タスクの変更を同時に考慮していることにある。
また、4 章では、ユーザの発話スタイルに起因する認識性能の変動に着目し、QoE 監視のための認識
性能推定手法を提案している。この手法の特徴は、音声認識のユーザビリティ改善を視野に入れ、一
発話毎に認識性能を推定する点にある。これらの提案手法について、実験を行うことによりその有効
性を示している。 
 
本論文の提案手法は想定され得る全ての状況に対応できないことから、今後のさらなる研究を必要
とする。しかし、音声認識サービスの QoE保証という観点からその要素技術の研究にいち早く取り組
んだという意味で本論文の価値は高く、後続の研究に及ぼす影響は大きいと期待できる。よって、博
士（工学）の学位を受けるにふさわしい優れた論文と評価する。 
 
【最終試験の結果】 
平成２９年２月１３日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
